
特集　平成24年度津別町の予算

平成24年４月からグループ制を見直します

今月の表紙 アソビバ！つべつ「ワカサギ釣り体験」 ～寒さに負けず、冬を楽しみました～

温故知新

パークゴルフに熱中

高台　遊佐トミエ　さん

まちの話題　緑豊かな津別を守る　ＴＰＰを考える町民集会開催

子どもも大人も元気一杯　スノーシューハイキング



一
般
会
計
予
算
額
を
科
目
別
に
見
た

の
が
上
の
グ
ラ
フ
１
で
、
歳
入
は
左
上

の
円
グ
ラ
フ
で
す
。
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
地
方
交
付
税
が
26
億
７
５
０
０
万
円

（
前
年
対
比
３
・
２
％
減
）
で
歳
入
の

57
・
６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

国
・
道
支
出
金
、
地
方
譲
与
税
、
町
債

な
ど
を
加
え
た
も
の
が
依
存
財
源
と
言

わ
れ
る
も
の
で
、
歳
入
全
体
の
79
・

５
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

一
方
自
主
財
源
の
う
ち
町
税
は
、
５

億
５
５
６
６
万
円
で
前
年
度
よ
り
３
・

５
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
基
金
繰
入
金
は
公
共
施
設
等

整
備
基
金
の
増
額
に
よ
り
前
年
対
比

70
・
５
％
増
の
１
億
１
６
６
６
万
円
と

な
り
ま
す
。
こ
の
取
り
崩
し
で
23
年
度

末
の
一
般
会
計
基
金
残
高
は
、
積
立
分

も
含
め
36
億
１
９
１
５
万
円
と
な
る
予

定
で
す
。

次
に
、
右
上
の
円
グ
ラ
フ
は
歳
出
を

科
目
ご
と
に
表
し
て
い
ま
す
。
歳
出
の

13
・
３
％
を
占
め
る
公
債
費
は
、
事
業

を
実
施
す
る
と
き
に
借
り
た
お
金
の
償

還
金
で
６
億
１
７
５
９
万
円
を
支
払
う

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
昨
年
度
か
ら
比

較
す
る
と
１
億
５
８
６
万
円
の
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

総
務
費
で
は
、
役
場
庁
舎
内
の
増
築

工
事
及
び
多
目
的
ト
イ
レ
の
設
置
経
費

に
３
３
３
３
万
円
、
民
生
費
で
は
、
子

ど
も
手
当
て
等
扶
助
費
５
１
５
人
分
に

７
１
４
８
万
円
。

農
林
業
費
で
は
、
森
林
の
伐
採
後
の

確
実
な
植
林
等
を
支
援
す
る
「
未
来
に

つ
な
ぐ
森
づ
く
り
推
進
事
業
」
に
１
１

３
１
万
円
、
土
木
費
で
は
、
ま
ち
な
か

団
地
・
特
公
賃
の
建
設
整
備
に
２
億
３

１
５
１
万
円
、
そ
の
他
に
も
、
町
営
住

宅
の
屋
根
・
外
壁
の
改
修
工
事
に
１
２

６
１
万
円
を
計
上
。

ま
た
、
消
防
費
で
は
、
防
災
計
画
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
版
の
作
成
等
に
２
９
６
万

円
、
教
育
費
で
は
、
機
構
改
革
に
伴
う

中
央
公
民
館
事
務
室
の
改
修
工
事
に
２

０
６
１
万
円
、
中
央
公
民
館
30
周
年
記

念
事
業
、
日
本
フ
ィ
ル
セ
ミ
ナ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
事
業
等
に
５
８
１
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
の
主
要
事
業
に
つ
い
て

は
、
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
表
２
は
、
今
年
の
一
般
会
計

の
予
算
額
を
町
民
一
人
当
た
り
で
割
り

返
し
た
金
額
で
す
。
町
民
５
５
９
３
人

の
一
人
当
た
り
の
金
額
は
、
約
83
万
１

０
３
９
円
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
科
目

に
振
り
分
け
ら
れ
た
予
算
は
、
ま
ち
づ

く
り
や
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
役
立
て
ら

れ
ま
す
。

町
の
予
算
は
「
一
般
会
計
」
「
特
別

会
計
」
「
企
業
会
計
」
に
別
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
町
民
の
生
活
全
般
に

わ
た
る
施
策
を
行
う
た
め
に
経
理
す
る

の
が
「
一
般
会
計
」
で
す
。

平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
額

は
、
表
１
の
と
お
り
46
億
４
８
０
０
万

円
で
対
前
年
度
比
６
・
１
％
の
減
と
な

り
ま
し
た
。

減
の
主
な
も
の
は
職
員
給
与
費
、
公

債
費
償
還
金
及
び
前
年
度
実
施
し
た
特

定
公
共
賃
貸
住
宅
建
設
事
業
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
は

平
成
24
年
度
に
後
期
高
齢
者
の
保
険
料

率
が
見
直
さ
れ
、
増
加
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
15
・
１
％
の
増
、
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
は
給
水
施
設
整
備
事
業

等
の
減
に
よ
り
14
・
９
％
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
企
業
会
計
の
上
水
道
事
業
会

計
は
中
央
監
視
装
置
等
の
更
新
に
よ
り

14
・
８
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
予
算
総
額
は
70
億
４

９
４
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

�

�

�

平成24年度会計別予算額の内訳

地方交付税

26億7,500万円（57.6％）

依存財源

自主財源
20.5％

79.5％

国道支出金

5億1,228万円

（11.0％）

町債 3億5,530万円

その他

1億5,730万円

(7.6%)

町税
5億5,566万円

(12.0%)

繰入金

1億1,666万円 (2.5%)

使用料・財産収入等 2億3,173万円（5.0％）

諸収入 4,407万円（1.0％）

総務費

7億1,738万円

（15.4％）

民生費

8億2,445万円

（17.8％）

衛生費

6億3,218万円

（13.6％）

農林業費 3億7,157万円（8.0％）

（11.7％）

商工費 7,096万円（1.5％）

土木費

5億 4,443万円

消防費
2億2,158万円（4.8％）

教育費

5億7,087万円

（12.3％）

公債費

6億1,759万円

（13.3％）

議会費 6,876万円（1.5％）

予備費 500万円（0.1％）

労働費
113万円（0.0％）

災害復旧費

210万円（0.0％）

総　額

46億4,800万円

◆グラフ１

一般会計予算額の科目別内訳

【歳入】 【歳出】

【表１】

(3.3%)

総務費

土木費

商工費 農林業費

教育費

議会費

予備費
12,294円128,264円12,687円

97,341円376円

202円66,435円

39,617円102,069円894円

【表２】（一般会計分）

町民１人当たり予算額　

831,039円消防費災害復旧費

147,407円113,031円

民生費衛生費労働費

公債費

110,422円

※平成24年２月末現在の住民基本

台帳人口5,593人で計算しています。

一般

会計

依 存

財 源

町民

予算

70億円の使い途
平成24年度　津別町の予算

平成24年度の町の予算が、町議会の審議を経て決定しました。

予算の総額は70億4,940万円で前年度比3.6％の減となりました。

また、行政サービスの中心となる一般会計は、46億4,800万円で前年度比6.1％の減。

厳しい経済情勢と財政状況の中、限られた財源を有効に活用し、町民が主役のまち

づくりを着実に進めていきます。

今月の特集では、町の予算内容について紹介します。

前
年
規
模
を
上
回
る

特
別
会
計

特別

会計

前
年
度
対
比
で

６
・
１
％
の
減

歳
入
の
約
８
割
を

占
め
る
依
存
財
源

町
民
一
人
当
た
り
予
算

額
83
万
１
０
３
９
円



e
ご
当
地
グ
ル
メ
の
開
発
に
つ
き
ま
し
て
は
、

有
機
牛
肉
と
津
別
産
野
菜
を
組
み
合
わ
せ

た
商
品
開
発
や
、
津
別
産
の
小
麦
を
原
料

に
し
た
ブ
ラ
ン
ド
麺
「
つ
べ
つ
め
ん
こ
い

ひ
と
」
を
使
用
し
た
ラ
ー
メ
ン
な
ど
、
自

主
的
な
取
り
組
み
に
対
し
必
要
な
支
援
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。

r
こ
ど
も
園
と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
併

用
施
設
の
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
種

懇
談
会
に
お
い
て
そ
の
必
要
性
を
理
解
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
関
係
者

と
の
協
議
に
い
ま
少
し
時
間
を
要
す
る
こ

と
か
ら
、
建
設
用
地
の
測
量
及
び
土
地
取

得
等
に
か
か
る
費
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、

当
初
予
算
で
は
な
く
補
正
予
算
に
て
措
置

す
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

t
観
光
事
業
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、
道

内
で
二
番
目
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
の
認

定
を
受
け
た
後
、
ガ
イ
ド
組
織
で
あ
る

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
の
こ
だ
ま
」
が
結
成
さ
れ

ま
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
道
内
外
の
方
々

に
充
実
し
た
対
応
を
行
え
る
こ
と
を
大
い

に
期
待
し
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
参
り
ま

す
。

y
事
務
事
業
の
民
間
委
託
等
の
推
進
に
つ
き

ま
し
て
は
、
町
営
バ
ス
開
成
線
を
本
年
10

月
か
ら
民
間
事
業
者
へ
の
運
行
移
譲
に
向

け
た
協
議
を
進
め
る
と
と
も
に
、
相
生
線
、

上
里
線
に
つ
き
ま
し
て
は
町
営
バ
ス
路
線

を
廃
止
し
、
10
月
か
ら
新
た
な
形
態
で
の

運
行
開
始
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
て
参

り
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
い
ち
い
の
園
等
の

民
間
移
譲
に
つ
き
ま
し
て
は
、
移
譲
先
の

選
定
を
含
め
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

u
今
後
の
町
政
運
営
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
昨
年
度
実
施
し
ま
し
た
住

民
満
足
度
定
点
調
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、

対
象
者
１
５
８
９
名
に
対
し
５
７
９
名
の

回
答
を
得
、
町
政
に
対
す
る
貴
重
な
ご
意

見
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
近
く
公

表
で
き
る
よ
う
結
果
報
告
書
を
作
成
中
で

あ
り
ま
す
。

i
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
に
つ
き
ま

し
て
は
、
議
会
側
の
ご
理
解
と
ご
判
断
の

も
と
、
早
期
に
実
現
で
き
る
こ
と
を
望
み

期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

人
づ
く
り
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第

５
次
総
合
計
画
に
あ
り
ま
す
「
計
画
の
基

本
・
担
い
手
の
い
る
計
画
」
を
進
め
て
い
く

上
で
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
や
団
体
の
育
成
が
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
よ
り
実
施
し
て

お
り
ま
す
「
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
活
動

支
援
事
業
」
の
推
進
を
図
り
、
よ
り
一
層
の

充
実
強
化
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

平
成
22
年
４
月
策
定
の
「
津
別
町
新
行
政

改
革
大
綱
推
進
計
画
」
は
、
本
年
度
前
期
５

年
計
画
の
３
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
引
き
続

き
事
務
事
業
の
民
間
委
託
等
の
推
進
な
ど
55

項
目
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
検
証
を
行
い
、

行
政
改
革
を
積
極
的
に
進
め
て
参
り
ま
す
。

３
月
７
日
か
ら
始
ま
っ
た
定
例
町
議
会
に

お
い
て
、
平
成
24
年
度
予
算
の
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
議
会
開
会
の
冒
頭
で
佐
藤
町
長

か
ら
予
算
提
案
に
あ
た
り
町
政
方
針
が
示
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す

（
町
政
方
針
の
全
文
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
）。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
本
町
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
は
、
小
麦
、
甜
菜
、
馬
鈴

薯
の
３
品
目
が
収
量
減
と
糖
度
不
足
な
ど
に

よ
り
必
ず
し
も
良
い
出
来
で
は
な
か
っ
た
も

の
の
、
玉
葱
の
高
騰
に
よ
り
販
売
高
は
前
年

を
上
回
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

林
業
に
お
い
て
は
、
合
板
が
災
害
復
興
需

要
や
全
国
的
に
堅
調
な
住
宅
着
工
及
び
マ
ン

シ
ョ
ン
の
仕
上
げ
需
要
が
好
調
に
推
移
し
た

こ
と
か
ら
フ
ル
生
産
体
制
と
な
り
、
梱
包
材
、

パ
レ
ッ
ト
に
お
い
て
も
引
き
続
き
荷
動
き
は

良
好
で
あ
り
ま
す
が
、
経
木
に
つ
き
ま
し
て

は
外
食
産
業
の
落
ち
込
み
が
続
く
中
、
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
前
の
水
準
に
戻
っ
て
い
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

建
設
土
木
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
種
交

付
金
制
度
を
活
用
し
た
建
築
工
事
を
中
心
と

す
る
公
共
事
業
の
推
進
に
よ
り
、
一
昨
年
に

引
き
続
き
町
内
経
済
に
一
定
の
効
果
を
も
た

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
は
、
戦
後
日
本
が

培
っ
て
き
た
価
値
観
を
一
変
さ
せ
る
出
来
事

で
あ
り
、
今
後
の
政
治
、
経
済
、
文
化
、
思

想
に
与
え
る
影
響
は
大
き
な
も
の
が
あ
る
と

感
じ
て
い
る
と
こ
と
で
す
が
、
本
町
に
お
き

ま
し
て
は
第
５
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
着
実

に
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

q
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
４
月
の
多
目
的
活
動
セ
ン
タ
ー
「
さ

ん
さ
ん
館
」
の
オ
ー
プ
ン
に
よ
り
、
七
夕

ま
つ
り
、
産
業
ま
つ
り
な
ど
年
間
を
通
し

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
誕
生
し
、
町
に
賑
わ

い
を
創
出
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
本
年

度
に
お
き
ま
し
て
も
「
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
運
営
協
議
会
」
を
は
じ
め
、
基
幹
産

業
に
関
わ
る
団
体
や
町
お
こ
し
グ
ル
ー
プ

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
を
発
展
さ
せ
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化

と
地
場
産
品
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進
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【総務費】

・庁舎等維持管理経費　3,333万円

庁舎増築工事及び多目的トイレの設置に係る経費

・森の健康館管理業務　2,629万円

森の健康館の管理運営、網戸改修及び露天風呂外壁補修工事などに係る　

経費

・多目的活動センター管理運営経費　1,580万円

多目的活動センターの管理運営などに係る経費

【民生費】

・子ども手当等扶助費　7,148万円

子ども手当扶助費（０歳児から中学生分まで）515人分

・保育所運営経費　6,286万円

委託料（特別支援及び臨時保育士の労働条件改善に伴う増）

【衛生費】

・地域医療維持助成　7,000万円

住民の健康を守る地域医療を維持確保するため津別病院に助成

・ごみ焼却施設管理経費　3,606万円

一般廃棄物広域処理事業負担金の増

・一般廃棄物最終処分場管理経費　4,155万円

エゾシカ処分経費に係る施設管理業務及び水処理棟設備更新工事等の増

【農林業費】

・鳥獣被害防止総合対策事業　9,210万円

鹿侵入防止柵設置工事（L＝20d）などに係る経費

・町有林整備事業　6,838万円

施業計画に基づく事業の実施に係る経費

【土木費】

・まちなか団地建設整備事業　2億595万円

まちなか団地買取事業（2工区）10戸、まちなか団地第2工区外構

工事、町営住宅解体工事などに係る経費

・町道整備事業　6,699万円

町道131号線改良舗装工事などに係る経費

【教育費】

・津別高校振興対策事業　1,380万円

現行の津別高校振興対策（バス通学費、校納金、教科書等の助成な　

ど）の拡充として基礎学習経費を加える

・中央公民館施設整備事業　2,061万円

機構改革に伴い事務室工事設計及び改修工事に係る経費

・小学校施設整備事業　2,438万円

活汲小耐震改修工事、教員住宅浴室等改修工事などに係る経費

・中学校施設整備事業　3,121万円

活汲中校舎及び体育館耐震工事に係る経費

多目的活動センター『さんさん館』

町民の憩いの場・森の健康館

地域医療の拠点である津別病院

津別高校振興対策費を拡充

改修工事が行われる中央公民館

愛林のまちの木材資源

平成24年度の主な事業をお知らせします



主幹　財政グループ　　 予算・決算のこと

主幹 住民企画グループ 自治会・犬・ごみ・交通安全のこと　　　　　　　　

総合計画・広報・統計調査・ホームページのこと

税務収納グループ 税金の申告・所得証明のこと

納税相談・納税証明のこと

主幹　多目的活動センター 多目的活動センターのこと

庶務グループ　 町長にご用の方、職員・情報公開・防災のこと

主幹　管財グループ　 町財産の管理のこと、入札・契約のこと

電算のこと、テレビ難視聴のこと

主幹　行政改革グループ 行政改革・地方分権のこと、町の条例のこと

地域振興グループ

企画財政グループ

多目的活動センター

平成20年４月に第１次機構改革を実施し、権限委譲で増える事務量と大量退職に対応するため係制を廃止して

グループ制を導入。一つの係が抱えていた仕事を一定のグループの職員が分担しあいながら仕事をすることによ

り、迅速で効率的、柔軟な役場組織を目指してきました。

平成24年４月から第２次機構改革による新しい機構に変更し、更にワンストップサービスの充実を目指します。

機構の変更による役場行政組織の構成は左表をご覧ください。なお、広報５月号では人事異動に伴う座席配置

図を掲載します。

ワンストップサービスの充実を目指して

従来の機構体制

会計課　　　 会計グループ

第２次機構改革に伴う役場行政組織の構成　　

問い合わせ先　役場総務課庶務担当　†76－2151（内線208、209）

平成24年４月から　　グループ制を見直します　

→

→

→

新しい機構体制

企画財政課

民営化準備室

議会　　　　 議会・監査グループ

社会教育グループ　　

議会　　　　 議会・監査グループ

会計課　　　 会計グループ　

特養　　　　 特養デイグループ

総務課　　 庶務グループ

管財グループ

行政改革グループ

選挙管理委員会

財政グループ

住民企画グループ

税務収納グループ

多目的活動センター

農政グループ

林政グループ

商工観光グループ

農業委員会

学校教育グループ

学校給食センター

社会教育グループ

総務課　　 庶務グループ

管財グループ

選挙管理委員会

保健福祉課　 健康医療グループ

介護福祉グループ

子育て担当

林政商工観光グループ

農政グループ

農業委員会

住民生活グループ

税務収納グループ

学校教育グループ

学校給食センター

建設課　　　 道路車両グループ

水道施設管理グループ

特養　　　 特養グループ

デイサービスグループ

保健福祉課 健康医療グループ

介護福祉グループ

建設課　　　 道路車両グループ

水道住宅グループ

住民生活課

社会教育課

学校教育課

産業課

住民企画課

生涯学習課

産業振興課

→

→

→

→

→

→

→

→
→

議会事務局長

監査事務局長　

会計課長　 会計グループ　 支払いのこと、事務用品の管理のこと

総務課長　

議会・監査グループ 議会のこと

財務や経営の監査のこと

選管事務局長　

（総務課長兼務）
次長(管財グループ主幹兼務) 選挙管理委員会のこと　

住民企画課長

健康医療グループ 総合窓口・戸籍・住民基本台帳・国民年金のこと

健康相談・保健指導・健診のこと　　　　　　　　　

国民健康保険・後期高齢者医療のこと　　　　　　　

主幹　介護福祉グループ 子育て支援・障がい者支援・生活保護・保育所のこと　

介護保険の給付や認定のこと

介護サービス計画のこと、福祉用具や介護相談のこと

主幹　特養デイグループ 特別養護老人ホームのこと

デイサービスセンターのこと

道路車両グループ 町道や河川・除雪や排雪・土木工事の設計や監督　　

のこと、町営バスの運行・建設車両・施設のこと

主幹　水道住宅グループ 上水道・簡易水道・下水道・水道工事の設計や監督のこと

町営住宅・特定公共賃貸住宅・建築工事の設計や監督のこと

農政グループ　　 農業や畜産のこと、土地改良事業のこと

主幹 林政グループ　　 町有林のこと、上里森林公園のこと

参事　商工観光グループ 商工業の振興のこと、観光施設のこと

学校教育グループ 児童生徒の就学のこと、学校の管理のこと

主幹　学校給食センター 学校給食のこと

参事　社会教育グループ 生涯教育・児童館・図書室・公民館・体育施設・スポーツ合宿のこと

次長（林政グループ主幹兼務）農業委員会のこと、農地の許可申請のこと

保健福祉課長

特養園長

建設課長

産業振興課長

生涯学習課長

農委事務局長

(産業振興課長兼務)



１年間の保険料
（100円未満切り捨て）

●均　等　割
（被保険者が等しく負担）

+

q均等割の軽減

＝

■保険料の軽減について

所　得　割
（平成23年中の所得－33万円）×10. 61％

均　等　割
47,709円

33万円かつ被保険者全員が所得０円

（年金収入のみの場合、受給額80万円以下）

所得が次の金額以下の世帯

（年額） 47,709円

■保険料率が変わりました

この制度に加入したときに被用者保険（主にサラリーマンの方が加入している健康保険）の被扶

養者だった方は、所得割はかからず、均等割が９割軽減になります。

w所得割の軽減

被保険者の皆さまにお支払いいただく平成24～25年度の保険料は、次のとおりです。

平成24・25年度

33万円

33万円＋（24万５千円×世帯主以外の被保険者数）

※単身世帯の方は該当しません

33万円＋（35万円×世帯の被保険者数）

前年度比

約 300円増

約 500円増

約 1,800円増

約 2,800円増

e被用者保険の被扶養者だった方の軽減

平成22・23年度

年額 44,192円

平成22・23年度

10. 28%

平成22・23年度

50万円

10. 61%
平成24・25年度

55万円
平成24・25年度

●所　得　割
（被保険者の所得に応じて負担）

●賦課限度額
（１年間の保険料の上限額）

問 い　 合 わ　 せ　 先

北海道後期高齢者医療広域連合
†011－290－5601

役場 保健福祉課 健康医療グループ
後期高齢者医療担当
†76－2151(内線229)

保険料額は、「均等割額」と「所得割額」の合計で計算します。

９割軽減

8.5割軽減

５割軽減

２割軽減

軽減割合 平成24年度

7,156円

23,854円

38,167円

4,770円

被保険者個人の所得から33万円を引いた額が58万円以下の方は、所得割が５割軽減されます。

●軽減は、被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。

●被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。

花づくり・花壇づくりの知識を、一緒に学びませんか？

北海道では、花の育成管理、まちなみ景観に配慮した花の使い方などを指導助言できる方を『フラワ
ーマスター』として認定しています。これは、北国にふさわしい景観に配慮した、うるおいとやすらぎ
のある地域独自のまちづくりを推進する人を増やそうとするものです。認定には、地域（市町村）の推
薦と講習会への出席が必要です。
毎年、道内各地で開催されている認定講習会を、今年は津別町で開催します。この機会に講習会に参
加して、フラワーマスターになりませんか？
現在、道内でフラワーマスターの認定を受けているのは2,113人、町内でも７人の方が受けています。
花づくりや園芸が趣味の人はもちろん、地域で花壇づくりをされている方、これから参加したいと考え
ている方、興味を持たれている方、フラワーマスターとしてまちづくりに参加しませんか？

�

●札幌市でも開催されます≪７月６日（金）、会場は中央区、道庁近辺を予定しています≫
問い合わせ先　オホーツク総合振興局網走建設管理部建設行政室建設指導課主査(まちづくり) †0152－41－0644

受講の対象者 18歳以上で次のいずれかに該当する方

１、地域の花壇づくり・花づくりにかかわったことがある方や、これから参加したい方

２、町の「花いっぱい運動」への取り組みに協力できる方

３、上記のほか、町が推薦を認めた方

（申し込み時に「フラワーマスター認定・登録事業実施要綱」をご確認ください）

講習日時 ７月29日（日） 午前10時～午後３時45分（予定）

会　　場 津別町中央公民館　１階講堂

講　　師 中井景観デザイン研究室　主宰　中井　和子　氏

（有）緑花計画　代表取締役　　笠　康三郎　氏

申し込み先　役場住民企画課住民企画グループまで、直接お越し

ください（受講に際して、町があなたを北海道に推薦します）

申し込みに必要なもの 印鑑（園芸に関しての地域ボランティア

経験や資格・受賞歴のある方は、申し込み時にお伝えください）

申し込み期限 ５月18日（金）まで

問い合わせ先 役場住民企画課住民企画グループ　†76－2151

※認定後は、フラワーマスターとして町に登録されます。講習会で学んだ知識を生かして、地域の花づくり・花　

壇づくりへご参加いただきますようお願いします。

津別町人づくり・まちづくり活動支援事業募集のお知らせ

町では、「津別町人づくり・まちづくり活動支援事業」として、産業、福祉、芸術文化、スポーツ、コミュニティ

ー活動など様々な分野で地域の活性化を図ることを目的に、まちづくりのリーダーの育成及び町民の自主的なまち

づくり活動を支援しています。

申請及び問い合わせ先 役場　住民企画課　企画グループ　　†76－2151

■募集期間 平成24年４月２日（月）～平成24年５月31日（木）

■人づくり活動支援事業　 □対　象…町民が国内外で研修する事業

□補助額…補助対象経費の１/２以内（限度額　国内８万円　国外20万円）

■まちづくり活動支援事業 □対　象…町内の団体が既存の活動の拡充となる自主的なまちづくり活動を行う事業

□補助額…補助対象経費の総額以内（限度額　100万円　※下限額５万円）

■事業の承認

申請者は、必要書類提出後、審査会において審査委員に事業概要等を説明していただきます（プレゼンテーション）。

そこでの審査の結果、事業が採択されます。
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て
い
き
た

い
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
、

更
な
る
情
報

発
信
の
効
果

に
期
待
し
て

い
ま
し
た
。

都
道
府
県
対
抗
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
選
手
権

津
別
中
の
笹
本
君
が
３
位
入
賞

津
別
町
教
育
委
員
会
顕
彰

バ
ス
ケ
の
石
川
瑞
季
さ
ん
が
受
賞

３
月
３
日
、
チ
ミ
ケ
ッ
プ
湖
で
小

学
校
高
学
年
を
対
象
に
ア
ソ
ビ
バ
！

つ
べ
つ
「
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
体
験
」

（
社
会
教
育
課
主
催
）
が
行
わ
れ
、

児
童
18
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
雪
が
降
る
気
配
も
な
く
、

恵
ま
れ
た
天
候
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
め
は
な
か
な
か
釣
れ
ず
、
悪
戦

苦
闘
を
強
い
ら
れ
る
子
ど
も
が
大
勢

い
ま
し
た
が
、
講
師
の
久
保
利
治
さ

ん
が
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に
指
導
を

行
い
、
コ
ツ
を
つ
か
ん
だ
子
ど
も
達

は
釣
り
上
げ
た
ワ
カ
サ
ギ
を
片
手

に
、
大
き
な
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し

た
。

寒
さ
に
負
け
ず
、
冬
を
楽
し
む

チ
ミ
ケ
ッ
プ
湖
で
ワ
カ
サ
ギ
釣
り

食
農
教
育
応
援
事
業

Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
が
補
助
教
材
贈
呈

町
に
更
な
る
情
報
の
発
信
を

「
災
害
対
応
型
自
動
販
売
機
」
が
設
置
さ
れ
る

３
月
13
日
、
津
別
町
教
育
委
員
会

顕
彰
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
受
賞
者

の
石
川
瑞
季
さ
ん
（
札
幌
山
の
手
高

等
学
校
３
年
）
に
阿
部
博
道
教
育
長

か
ら
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。津

別
町
出
身
の
石
川
さ
ん
は
津
別

中
学
校
を
卒
業
後
、
高
校
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
名
門
校
に
進
学
。
２
年
生

の
と
き
か
ら
登
録
メ
ン
バ
ー
に
選
ば

れ
、
高
校
３
冠
を
含
む
５
度
の
全
国

優
勝
に
貢
献
し
ま
し
た
。

４
月
か
ら
は
新
潟
の
大
学
に
進
学

し
て
競
技
を
続
け
る
そ
う
で
「
バ
ス

ケ
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
勉
強
も
し
っ
か

り
や
り
た
い
で
す
」
と
抱
負
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

３
月
15
日
、
Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
の
山
下
邦

昭
代
表
理
事
組
合
長
が
教
育
長
室
を
訪

れ
、
小
学
校
高
学
年
向
け
の
補
助
教
材

「
農
業
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
」
67

冊
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
が
平
成
20
年
か

ら
実
施
し
て
い
る
食
農
教
育
応
援
事
業

の
一
環
で
、
子
ど
も
た
ち
に
食
・
環
境

等
と
農
業
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
、
農

業
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
が

目
的
。

教
材
を
受
け
取
っ
た
阿
部
博
道
教
育

長
は
「
津
別
の
こ
と
を
知
る
た
め
に
は

農
業
を
知
る
こ
と
も
大
切
。
有
意
義
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
、
お
礼

を
述
べ
ま
し
た
。

昨
年
の
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
多

目
的
活
動
セ
ン
タ
ー
「
さ
ん
さ
ん
館
」

が
、
北
海
道
緑
の
産
業
再
生
協
議
会

が
主
催
す
る
『
北
海
道
木
材
利
用
施

設
コ
ン
ク
ー
ル
』
に
お
い
て
、
北
海

道
知
事
賞
に
次
ぐ
、
北
海
道
緑
の
産

業
再
生
協
議
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。こ

の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
地
域
材
を

利
用
し
て
北
海
道
内
で
建
設
さ
れ
た

木
材
利
用
施
設
を
対
象
に
募
集
が
行

な
わ
れ
、
全
道
か
ら
24
施
設
の
応
募

が
あ
っ
た
な
か
で
、
さ
ん
さ
ん
館
は

津
別
を
含
め
た
道
産
材
が
施
設
全
体

に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
北
海
道
の

「
木
」
を
存
分
に
活
用
し
た
施
設
と
し

て
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

北
海
道
木
材
利
用
施
設
コ
ン
ク
ー
ル

地
域
材
活
用
の
さ
ん
さ
ん
館
が
受
賞

ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）交渉参加

問題で日本と関係各国の事前協議が進む中、

津別町では、２月16日に「ＴＰＰの影響と暮

らしを考える町民集会」が行われ、会場の中

央公民館には町民、団体関係者約250人が参

加しました。

集会では、佐藤多一町長、山下邦昭農業協

同組合長、日下太朗道議会議員、鹿中順一町

議会議長から挨拶があり、東京農業大学の長

澤真史教授の基調講演では、ＴＰＰの世界の

動きや津別町への影響などが話され、参加者

全員がＴＰＰへの参加反対の意思確認を行い

ました。

緑
豊
か
な
津
別
を
守
る

町
民
集
会
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
を
確
認

２月25日、ランプの宿・森つべつ周辺

で、「アソビバ！つべつ　スノ―シュー体

験」が行われ、子どもたち５人がガイドの

引率で国有林内にあるミズナラの巨木を目

指して山道を探索しました。スノ―シュー

とは雪上を歩くためのかんじきの一種で、

初心者でも気軽に楽しめる道具。参加者は

冬ならではの自然の息吹に触れました。

また、3月11日には一般町民を対象とし

た催し「スノ―シューハイキングinチミケ

ップ」が行われ、29人の参加者がチミケ

ップ湖周辺を散策。森を抜けて見晴台から

の雄大な眺めを楽しみました。

子どもも大人も元気一杯

スノーシューハイキング

みんなで記念写真雪景色のチミケップ湖を眺める
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さ
ん
が
津
別
に
来
た
の
は
６
歳
の
と

き
。「
両
親
が
炭
焼
き
な
ど
の
仕
事
を

し
て
い
た
の
で
、
私
も
子
ど
も
の
頃

か
ら
山
に
入
っ
て
木
の
枝
を
集
め
る

の
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
だ
小

さ
か
っ
た
の
で
、
今
思
え
ば
危
な
い

思
い
も
し
ま
し
た
ね
」
と
話
し
ま
す
。

津
別
尋
常
小
学
校
を
卒
業
後
も
山
仕

事
の
手
伝
い
な
ど
で
家
計
を
助
け
て

い
ま
し
た
。

昭
和
９
年
、
18
歳
の
と
き
に
20
歳

の
遊
佐
義
枝
さ
ん
と
結
婚
し
、
以
来
、

夫
婦
共
働
き
で
５
人
の
お
子
さ
ん
た

ち
を
育
て
あ
げ
ま
す
。

「
戦
争
中
は
食
べ
も
の
が
無
く
て
、

恥
ず
か
し
い
話
で
す
が
燕
麦
（
え
ん

ば
く
）
な
ん
か
も
食
べ
た
の
を
思
い

出
し
ま
す
」
と
、
日
本
中
が
大
変
だ

っ
た
時
代
を
振
り
返
り
ま
す
。

終
戦
後
は
夫
婦
で
木
材
会
社
や
建

設
会
社
に
勤
め
、
山
林
や
道
路
工
事

な
ど
の
仕
事
に
励
ん
だ
そ
う
で
「
本

岐
や
布
川
あ
た
り
の
道
路
を
作
っ
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
」
と
懐
か
し
そ

う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

若
い
頃
か
ら
働
き
づ
め
で
過
ご
し

て
き
た
遊
佐
さ
ん
で
す
が
、
60
歳
で

仕
事
を
退
職
後
に
、
や
っ
と
自
分
の

時
間
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

お
子
さ
ん
た
ち
が
旅
行
に
招
待
し
て

く
れ
る
機
会
も
多
い
そ
う
で
「
い
ろ

ん
な
所
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
え
て

楽
し
み
で
す
」
と
微
笑
み
ま
す
。

国
内
外
問
わ
ず
、
こ
れ
ま
で
出
か

け
た
中
で
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る

の
は
10
年
ほ
ど
前
に
訪
れ
た
ハ
ワ
イ

だ
と
か
。
４
年
前
に
は
グ
ァ
ム
に
も

行
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
名
所
を
見

て
回
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
遊
佐
さ
ん
の
健
康
の
秘
訣

は
体
を
動
か
す
こ
と
。
春
か
ら
秋
に

か
け
て
は
毎
日
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
楽

し
み
、
家
庭
菜
園
で
の
野
菜
作
り
も

欠
か
し
ま
せ
ん
。

老
人
会
の
旅
行
や
催
し
に
も
積
極

的
に
参
加
し
て
お
り
、
今
年
95
歳
と

は
思
え
な
い
お
元
気
さ
で
充
実
し
た

毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

ゆさ　とみえ　さん／大正６年６月、留萌市生まれ／94歳／高台在住

さ
ん

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
に
熱
中

遊
佐
ト
ミ
エ
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タ
バ
コ
の
値
上
げ
や
、
喫
煙
で
き

る
場
所
が
限
ら
れ
て
き
た
り
、
周
り

に
も
禁
煙
す
る
人
が
増
え
て
き
て
、

「
自
分
も
禁
煙
し
て
み
よ
う
か
な
」
と

お
考
え
の
方
も
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

禁
煙
の
方
法

本
数
を
減
ら
す
よ
り
も
、
ス
パ
ッ

と
止
め
る
方
が
上
手
く
い
き
ま
す
。

例
え
１
日
１
〜
２
本
で
あ
っ
て
も
喫

煙
を
続
け
て
い
る
と
、
宴
会
の
席
や

手
持
ち
無
沙
汰
の
時
に
、
徐
々
に
増

え
る
可
能
性
が
高
い
の
で
す
。
そ
の

点
、
完
全
に
禁
煙
し
た
方
が
「
吸
い

た
く
な
い
」
状
態
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
復
活
の
可
能
性
が
低
く
な
り
ま

す
。ま

た
、
禁
煙
し
た
く
て
も
１
人
で

は
な
か
な
か
続
か
な
い
方
は
、
病
院

の
禁
煙
外
来
へ
行
く
事
も
お
す
す
め

し
ま
す
。
禁
煙
は
自
分
の
意
思
が
弱

い
か
ら
で
き
な
い
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ニ
コ
チ
ン
は
麻
薬
に
も
劣
ら
な

い
依
存
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
自
分
だ
け
で
は
難

し
い
の
で
す
。
現
在
、
健
康
保
険
も

適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

禁
煙
外
来
と
は
？

最
近
は
多
く
の
病
院
で
「
禁
煙
外

来
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
案
内
の
表

示
が
無
く
て
も
行
っ
て
い
る
病
院
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
病
院
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

治
療
は
基
本
的
に
３
ヶ
月
間
、
全

部
で
５
回
通
院
し
ま
す
。
以
前
か
ら

あ
る
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
や
ニ
コ
チ
ン
パ

ッ
チ
だ
け
で
は
な
く
、
薬
の
種
類
も

増
え
て
「
タ
バ
コ
を
美
味
し
い
と
感

じ
な
い
薬
」
も
あ
り
ま
す
。
費
用
は

処
方
さ
れ
る
薬
の
種
類
に
よ
っ
て
違

い
は
あ
り
ま
す
が
、
自
己
負
担
３
割

で
１
万
２
千
円
〜
１
万
９
千
円
く
ら

い
が
多
い
よ
う
で
す
。
１
ヶ
月
４
千

円
〜
５
千
円
弱
と
な
り
ま
す
。

太
っ
て
き
て
も
タ
バ
コ
を
復
活
し
な

い
禁
煙
す
る
と
体
重
は
増
え
ま
す
。

食
事
が
美
味
し
く
感
じ
た
り
、
タ
バ

コ
の
代
わ
り
に
お
菓
子
を
食
べ
る
等

が
理
由
で
す
。
平
均
３
o
は
増
え
る

よ
う
で
す
。
で
す
が
、
体
重
の
変
化

よ
り
も
禁
煙
で
き
た
方
が
体
に
は
大

切
で
す
。
こ
の
体
重
は
あ
ま
り
気
に

せ
ず
に
禁
煙
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

全
国
青
年
農
業
者
会
議
で
最
優
秀
賞
受
賞

河
本
　
務

さ
ん

かわもと　つとむ　さん／昭和58年生まれ／

農業／共和在住

今
年
こ
そ
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！
　

『
禁
煙
』

確
定
申
告
の
内
容
で
誤
り
が
あ
っ
た
場

合
は
、
そ
れ
を
訂
正
す
る
手
続
き
が
あ
り

ま
す
。

【
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
と
き
】

『
更
正
の
請
求
』
を
し
て
、
正
し
い
税

額
へ
の
訂
正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
手
続
き
は
、
平
成
23
年
分
の
所

得
税
確
定
申
告
提
出
期
限
（
平
成
24
年
３

月
15
日
）
か
ら
５
年
以
内
に
期
間
延
長
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
平
成
29
年
３
月

15
日
ま
で
の
請
求
が
可
能
に
な
り
ま
す

（
平
成
22
年
分
以
前
の
も
の
は
、
従
来
ど

お
り
１
年
以
内
で
す
）。

【
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と
き
】

『
修
正
申
告
』
を
し
て
正
し
い
税
額
に

修
正
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
修
正
申
告

に
よ
っ
て
新
た
に
納
め
る
税
額
に
は
、
延

滞
税
が
賦
課
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
修
正
申
告
や
税
務
署
長
が
更
正
を
行

う
場
合
に
は
、
新
た
に
加
算
税
が
賦
課
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き
】

確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き
は
直
ち

に
申
告
を
し
て
下
さ
い
。
確
定
申
告
期
限

を
過
ぎ
て
か
ら
の
申
告
を
『
期
限
後
申
告
』

と
い
い
、
こ
の
申
告
に
は
加
算
税
が
賦
課

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
期
限
後
申
告

に
よ
っ
て
納
め
る
税
額
は
、
申
告
書
を
提

出
す
る
日
ま
で
に
延
滞
税
と
併
せ
て
納
め

て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
が

間
違
っ
て
い
た
と
き
に
は

「
全
国
の
若
い
農
業
者
と
知
り
合
い
、

交
流
で
き
た
こ
と
が
、
な
に
よ
り
の
収

穫
で
す
」
と
話
す
の
は
、
２
月
に
東
京

で
開
催
さ
れ
た
『
第
51
回
全
国
青
年
農

業
者
会
議
』
で
〈
農
業
青
年
の
意
見
発

表
部
門
〉
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
河
本

務
さ
ん
。

津
別
で
生
ま
れ
育
ち
、
津
別
高
等
学

校
か
ら
札
幌
の
専
門
学
校
に
進
ん
だ
河

本
さ
ん
は
、
卒
業
後
、
金
属
工
芸
品
を

扱
う
会
社
に
就
職
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
「
仕
事
に
違
和
感
の
よ
う
な
も
の
を

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
。
一
方
で
、
自

分
で
選
ん
だ
道
だ
か
ら
乗
り
越
え
な
け

れ
ば
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
」。

平
成
20
年
に
津
別
に
戻
っ
た
河
本
さ

ん
は
、「
と
り
あ
え
ず
１
年
間
と
思
っ

て
、
実
家
の
農
業
を
手
伝
う
こ
と
に
し

ま
し
た
」。
や
が
て
、
自
然
と
向
き
合

う
仕
事
に
魅
力
を
感
じ
、
一
念
発
起
で

農
家
と
し
て
生
き
る
決
心
を
し
ま
す
。

平
成
22
年
に
は
同
じ
志
を
持
つ
若
者

た
ち
と
学
習
活
動
グ
ル
ー
プ
『
Ｎ
Ｏ
Ｄ

Ｅ
（
ノ
ー
ド
）』
を
結
成
。
仲
間
と
の

親
睦
を
深
め
つ
つ
農
業
技
術
の
習
得
に

励
ん
で
い
ま
す
。

東
京
の
会
議
で
は
こ
う
し
た
い
き
さ

つ
や
心
の
動
き
、
農
業
者
と
し
て
の
覚

悟
な
ど
を
率
直
な
言
葉
で
発
表
し
、
高

い
評
価
を
得
ま
し
た
。



ふれあい公園パークゴルフ場は４月25日オープン予定です！

固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
）

の
縦
覧
を
、
４
月
２
日
か
ら
５
月

31
日
ま
で
（
土
・
日
・
祝
祭
日
を

除
く
）
住
民
企
画
課
税
務
担
当
の

窓
口
で
行
っ
て
い
ま
す
。
縦
覧
と

は
、
自
分
の
資
産
の
評
価
額
と
他

の
評
価
額
を
比
較
し
、
適
正
さ
を

検
討
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

自
分
の
資
産
の
内
訳
（
土
地
・

家
屋
）
を
見
る
閲
覧
に
つ
い
て
は
、

通
年
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
23
年

中
に
固
定
資
産
の
名
義
を
変
え
た

方
や
家
屋
の
取
り
壊
し
の
あ
っ
た

方
に
つ
い
て
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
固
定
資
産
税
の
納
税

通
知
書
に
は
、
課
税
明
細
書
が
添

付
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
税
務
担
当
　

†
76-

２
１
５
１

（
内
線
２
２
０
・
２
２
１
）

移
動
採
血
車
「
ひ
ま
わ
り
号
」

が
来
町
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
あ

た
た
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

実
施
日

４
月
９
日
（
月
）

場
所
・
時
間

役
場
議
事
堂
前

９
時
30
分
〜
11
時
50
分

13
時
00
分
〜
14
時
20
分

丸
玉
産
業
前

14
時
40
分
〜
15
時
30
分

石
橋
呉
服
店
前

15
時
50
分
〜
16
時
30
分

※
当
日
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
方
に
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

よ
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
渡
し
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
役
場

健
康
医
療
　

グ
ル
ー
プ
　
†
76-

２
１
５
１

（
内
線
２
３
１
・
３
３
２
）

悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
し
、
明

る
く
住
み
よ
い
町
に
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
４
月
10
日(

火)

午
後
７
時
〜

場
所

町
民
会
館
講
堂

そ
の
他
　
交
通
安
全
標
語
の
表
彰
式

問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
　
住
民
企
画

グ
ル
ー
プ
　
†
76-

２
１
５
１

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

住民企画グループ† 76－2151

FAX    76－2976

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
縦
覧

や
閲
覧
は
４
月
２
日
か
ら
で
す

献
血
に
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

津
別
町
交
通
安
全
推
進

町
民
大
会
を
開
催
し
ま
す

子
ど
も
と
約
束

五
つ
の
ル
ー
ル

住民企画

グループ

†７６－２１５１

３
月
14
日
、
町
民
に
よ
る
死
亡

交
通
事
故
ゼ
ロ
の
継
続
日
数
が
、

２
０
０
０
日
に
到
達
し
ま
し
た
。

町
民
み
ん
な
の
安
全
意
識
で
達
成

し
た
、
大
き
な
節
目
で
す
。

と
こ
ろ
で
今
、
甲
子
園
で
は
高

校
野
球
選
抜
大
会
が
大
詰
め
。
今

大
会
に
は
管
内
か
ら
女
満
別
高
校

も
出
場
し
、
健
闘
し
ま
し
た
。

甲
子
園
と
い
え
ば
、
有
名
な
高

校
野
球
漫
画
で
、
甲
子
園
行
き
を

か
け
た
試
合
へ
向
か
う
球
児
が
、

子
ど
も
を
か
ば
い
交
通
事
故
で
亡

く
な
る
、
と
い
う
悲
し
い
場
面
が

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
交
通
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
保
護
者

の
方
は
お
子
さ
ん
と
次
の
こ
と
を

約
束
し
て
く
だ
さ
い
。

q
道
路
に
急
に
飛
び
出
さ
な
い
。

w
道
路
を
渡
る
と
き
は
、
横
断
歩

道
や
信
号
機
の
あ
る
場
所
で
。
e

赤
信
号
で
は
渡
ら
な
い
。
r
青
信

号
に
な
っ
た
ら
、
左
右
を
よ
く
見

て
、
自
動
車
が
来
な
い
こ
と
を
確

か
め
て
渡
る
。
t
道
路
や
自
動
車

の
そ
ば
で
は
、
絶
対
に
遊
ば
な
い
。

◎連続窃盗未遂事件の発生！

２月20日の深夜、美幌町内において２件の窃盗未遂事

件が発生しました。会社事務所と店舗の窓ガラスが割ら

れ、室内が荒らされておりましたが、幸い盗まれたもの

はありませんでした。深夜、町内を徘徊する不審者や不

審車両を発見したときは、ただちに110番通報しましょう。

◎お子さんの携帯電話にフィルタリング設定を！

出会い系サイトに限らず、ゲームサイト、コミュニテ

ィサイト等の非出会い系サイトに起因する児童の犯罪被

害が急増していますが、被害に遭った子はいずれもフィ

ルタリング設定をしていませんでした。フィルタリング

設定は、携帯電話販売店で設定ができますし、お子さん

が使用する電話を契約時には、販売店から説明もありま

すので、お子さんを犯罪被害に遭わせないためにも、フ

ィルタリング設定にご理解をお願いします。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス
美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

問い合わせ先 役場　水道住宅グループ
†76－2151（内線253）

みなさんに水道水を安全に飲んでいただくた

め、水道法に基づく水質検査を毎月行っていま

す。その検査項目や検査頻度を記載した「水質

検査計画」の閲覧を下記により行っています。

閲覧はいつでもできますのでご覧ください。

水質検査計画の公表について

閲覧場所　役場 建設課（２階２番窓口）

◎利用期間 ４月25日(水）～10月31日（水）

（気象状況等により変更になる場合があります）

◎定 休 日 毎週火曜日(５月１日・10月30日は営業します）

◎利用時間 4月、5月：午前８時～午後７時

6月～8月：午前７時～午後７時

9月　 ：午前７時～午後６時

10月　 ：午前８時～午後５時

◎使用料 （町内の小中高生は無料です）

シーズン券販売～４月18日から販売をします。

場　所 中央公民館　

（月～金　午前９時～午後５時まで）

持ち物 顔写真・券代金

◎利用期間 ５月１日（火）～10月31日（水）

◎休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）

◎利用時間 平　日　午前10時～午後８時30分

（午前11時50分～午後1時・午後4時50分～午後6時は休憩時間）

土・日・祝日　午前10時～午後５時　　

（午前11時50分～午後１時は休憩時間）

シーズン券の受付 ４月23日～27日までは中央　　

公民館。５月１日以降は温水プールで随時受付。

持ち物 顔写真・印鑑・身分証明書・券代金

（更新の方は券代金のみ）

◎問い合わせ先　中央公民館 生涯学習課　†76－2713

◎利用期間 5月３日～10月28日までの土・日・祝祭日

7月20日～8月20日までの期間

◎利用時間 午前10時から午後6時まで　　　　　　　　　　

◎利用料金 町民の方は団体料金で利用できます。

昨年のシーズン券ホルダーの返却をお願いします！

�

�

�

�

�

グレステンスキー場は
5月３日オープンです！

本岐地区多目的公園パークゴルフ場は４月29日から11月３日までの期間楽しめます！

�

�

�

温水プール「すいむ」は
5月1日オープンです！

元五輪選手岩谷高峰さんの講習会も予定しています

・ 8月 1日（水の日）

・ 9月17日（敬老の日）

・10月８日（体育の日）

・10月31日（プール納め）

・５月 1日（プール開き）

・５月 5日（子どもの日）

・６月27日（オープン記念日）

今年のすいむ無料開放日

むし歯ゼロのお友だち

３歳児健診

（２月21日実施分）

・菅原　裕人
ゆうと

くん（豊永）

・三浦　里桜
りお

ちゃん（共和）

問い合わせ先

役場　健康医療グループ

†76－2151（内線231）



年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当

†76－2151 内線222、223

▼学生納付特例制度があります

学生納付特例とは、所得がない

学生の方が、将来、年金を受け取

ることができなくなることや、不

慮の事故等により障害が残ってし

まった場合に、障害基礎年金を受

けることができなくなることを防

止するため、本人の申請により保

険料の納付が猶予される制度で

す。

▼ 学生納付特例を受けると年金　

受給資格に算定されます

学生納付特例を受けずに「未納」

にしていると、将来の障害基礎年

金や遺族基礎年金、老齢基礎年金

の受給に際し、未納期間が保険料

納付の資格期間から除外されてし

まいます。

▼手続きはとても簡単です

手続きには年金手帳、学生証ま

たは在学証明証、印鑑が必要です。

学生の皆さん！ご存知ですか

【住宅用火災警報器はつけましたか？】

町内の電器店で取り扱っていますので、お尋ねください。

統一標語『 消したはず　決めつけないで　もう一度』

４月20日から４月30日までの11日間

■問い合わせ先 津別消防署グループ †76－2189

１．サイレン吹鳴　　　　　４月20日～４月26日　午後７時

２．消防車による町内広報 ４月20日～４月30日

３．防火パレード　　　　 ４月21日（土）午後１時～

（消防団・外郭団体等）

４．防火・救急教室　期間中に随時実施

問い合わせ先 役場　住民企画グループ　† 76－2151

春春春春 のののの 全全全全 国国国国 交交交交 通通通通 安安安安 全全全全 運運運運 動動動動
４月６日（金）～４月15日（日）

登録料　１頭につき 3,000円

（登録は犬の生涯に１回です）

注射料　１頭につき　３,040円

（注射は毎年１回必ず受けなければなりません）

畜犬登録・狂犬病予防注射実施日程表

平
成
24
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射
と
畜
犬
登
録
を
次
の
日
程

で
実
施
し
ま
す
。
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
最
寄
り
の
会
場

ま
で
犬
を
連
れ
て
く
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
状
況

に
よ
り
時
間
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願

い
ま
す
。

な
お
、
都
合
に
よ
り
最
寄
り
の
会
場
に
行
く
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
は
、
ほ
か
の
会
場
で
も
受
付
で
き
ま
す
の
で
、
必

ず
予
防
注
射
と
登
録
を
行
う
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
犬
の
体
調
が
心
配
な
方
は
獣
医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
獣
医
師
の
判
断
で
注
射
を
猶
予
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問い合わせ先 役場　住民企画グループ †76－2151（内線215）

料　　金　　表

保険証更新日程表（土・日・祝日は除きます）

保険証（見本）

� ��
�

先
日
、「
電
気
料
金
の
徴
収
に
来
ま

し
た
」
と
言
っ
て
訪
ね
て
来
た
人
が

い
ま
す
。
我
が
家
は
口
座
引
き

落
と
し
だ
と
伝
え
て
も
「
今
月

分
は
、
ま
だ
引
き
落
と
し
さ
れ

て
い
な
い
の
で
、
徴
収
し
ま
す
」

と
言
わ
れ
た
。

ど
う
も
納
得
い
か
な
い
の

で
、
と
に
か
く
帰
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
口
座
引
き
落
と
し
に

し
て
い
て
も
、
集
金
に
来
る
様

な
事
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

一
般
的
に
口
座
引
き
落
と
し

の
手
続
き
を
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
現
金
で
徴
収
さ
れ
る
事
は
あ
り

ま
せ
ん
。

相
手
の
身
分
を
き
ち
ん
と
確
認
し
、
被

害
に
遭
わ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。
不
審
に
思
っ
た
時
は
、
毅
然
と

し
た
態
度
で
断
る
事
！
　

こ
の
他
に
も
q
頼
ん
で
い
な
い
物

を
送
り
つ
け
る
業
者
（
送
り
つ
け
商

法
）、
w
「
住
宅
等
の
点
検
し
ま
せ

ん
か
」
な
ど
と
訪
問
し
て
来
る
業
者

（
点
検
商
法
）
も
い
ま
す
。

安
易
に
契
約
し
な
い
で
、
悩
ん
だ

時
は
信
頼
の
出
来
る
人
に
相
談
し
て

被
害
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◎
消
費
生
活
の
ご
相
談

美
幌
消
費
者
協
会

†
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
72-

０
３
６
６

※
月
〜
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

問い合わせ先
商工観光担当
†76－2151
（内線315）

引
き
落
と
し
な
の
に
徴
収
す
る
の
？
　

Q
Q

ＱA

≪火山の恩恵≫

火山活動は災害を発生させるだけで
はありません。私たちは昔から様々な
形で火山の恩恵を受けてきました。
その代表とも言える温泉は、地下水
が火山の熱で温められたもので、火山
活動を肌で感じることができます。
また、降り積もった火山灰は、はじ
めはやっかいなものですが、長い時間
を経て水捌けの良い畑作に適した土地
へと変わっていきます。

＜気象庁火山関連ホームページ＞

http://www.jma.go.jp/jma/menu/

volcanomenu.html

問い合わせ先
網走地方気象台防災業務課
†0152－43－4349

火 山 防 災 メ モ
～網走地方気象台より～

春先は空気が乾燥し、火災が発生しやすい季節です。小さな火が大

きな火災につながりますので、火の取り扱いには充分注意しましょう。

運　　動　　の　　重 点
q子どもと高齢者の交通事故防止

w自転車の安全利用の推進（自転車安全利用五則の周知徹底）

e全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

r飲酒運転の根絶　tスピードの出し過ぎ防止

［全道統一行動日］

4月6日(金)セーフティコール

［交通事故ゼロを目指す日］

4月10日(火)

≪更新手続きの方法≫

【必要なもの】

保険証、印鑑

※４月から社会保険にな

る方は、国保の喪失届

が必要です。

問い合わせ先　役場　健康医療グループ　†76－2151（内線229）

国民健康保険（退職者医療も含みます）の保

険証の更新を右記の日程表のとおり行います。

必ず期日までに更新の手続きをして下さい

（75歳以上の方は対象となりません）。

なお、特別な理由もなく保険税を納めない人

には、有効期限の短い保険証が交付されること

になります。また、納期限から１年を過ぎても

滞納を続けていると、保険証を返却願い「被保

険者資格証明書」が交付され、病院にかかると

きはいったん10割の医療費を支払うことになり

ます。

未納がある方は、役場健康医療グループまた

は税務収納グループにご相談下さい。


